
                令和４年度 夏季研修 実施要項 

                        企画運営：大阪府立八尾支援学校 支援教育部 

                           窓口：リーディングスタッフ北野・田崎 

１．テーマ    ： 深い子ども理解に基づく支援 ～その子の行動の背景を考え、その子の将来を見据えて～  

２．目 的    :（１）校内および地域の学校園の教員の特別支援教育に対する専門性を高める。 

（２）教育実践のヒント、交流となるようにする。 

３．対 象    : 中河内地区幼小中高教職員、大阪府立支援学校教職員、八尾支援学校教職員、大阪府内の学校園関係者 

４．日 時   ： ７月２６日（火）～７月２９日（金） ８月１日（月）５日間 

５．内 容  : 下記表参照 

※研修期間中、第 1美術室にて教材展示をしております。ぜひご覧ください。 

※７月 28日午前午後にまたがって受講される場合は、調理室を休憩室としておりますので、昼食等にご利用ください。 

※定員オーバーになった場合、本校でのオンライン研修にて別室で対応させていただきます。 

もしオンライン受講をしていただくことになった場合は 7 月 20 日（水）までに個別にＦＡＸにてご連絡させていただきます。 

研修番号 

日程・場所 
演題・研修内容（予定） 

Ａ 

キャリア教育１ 
7月 26日（火） 

14:00～16:00 

集会室他 

受付 13:30～ 

高等部卒業後、働き続けることができるように… 

小学部・中学部段階からできるキャリア教育の実践 

講師：発達障害サポートセンター ピュア様 

障がい児に対する「児童発達支援」「放課後等デイサービス」、障がい者に対する「就労継続支援Ｂ型」

「生活介護」「ショートステイ」の福祉サービスを行っているサポートセンターピュア様。今回は、幼児期・学齢

期・成人期のライフステージにおいて、発達障がいの特性に沿った支援の実践を講演いただきます。高等部

卒業後を見据えて、小学部（小学校）、中学部（中学校）からできる支援について学ぶことができます。 

Ｂ 

強度行動障がい 
7月 27日（水） 

14:00～16:00 

集会室他 

受付 13:30～ 

強度行動障がいのある子どもの理解と支援について 

講師：守口支援学校 LS竹尾 聡様  事例紹介：本校教員、LS 

 強度行動障がいとは生まれつきのものではなく、環境との相互作用の中で子どもが誤った学習をおこなっ

た結果身についた、いわば二次障がいの状態を表す言葉です。強度行動障がいのある子どもの状態像や発

症のメカニズム、支援方法について一緒に考えてみましょう。また、子どもが強度行動障がいと呼ばれる状態

にならないために教員ができることを、「運動と感覚」、「応用行動分析」、「安心できる集団作り」といった観

点から考えていきましょう。 

Ｃ 

その行動の背景 

7月 28日（木） 

10:00～12:00 

集会室他 

受付 9:30～ 

教室で繰り返されるその「困った行動」には理由があった 

講師：本校自立活動主任 吉村 勇司教諭 

みなさんは ABA という言葉をご存じですか？ABA とは Applied Behavior Analysisの略で、日本語で

は「応用行動分析」と訳されます。ABAとは子どものやる気を引き出し、良い行動を増やす支援をする方法の

ことです。心理学の一分野ですが、科学的根拠のある方法で、その適用は各分野で高い成果を上げていま

す。今回は、発達障がい児者への療育における ABAの超・入門編を皆さんと一緒に学びたいと思います。 

Ｄ 

愛着の視点 

7月 28日（木） 

13:30～15:30 

集会室他 

受付 13:00～ 

愛着（アタッチメント）の視点から、子どもの発達を見てみよう 

講師：公認心理師/臨床心理士 太田あかね先生 

愛着（アタッチメント）は人間が危機的な状況に陥ったときに、特定の他者とくっつく（attach）

ことで危機感や不安感を取り除いてもらい、落ち着きを取り戻そうとする本能です。これは、親子関

係のみでなく、生涯の中で様々な関係で育まれていきます。愛着（アタッチメント）の視点から、子

どもの欲求は何なのか、を考えてみましょう。 

Ｅ 

来校相談 

7月 29日（金） 

特別教室等 

中河内地域の学校園の先生方向けに、個別の相談会を３部構成で行います。 

本校の地域支援担当チームがお話を伺います。※別紙「来校相談の案内」参照 

① 13:30~14:30 ②14:40~15:40 ③15:50~16:50 受付は各開始 5分前 

Ｆ 

キャリア教育２ 
8月 1日（月） 

10:00～12:00 

集会室他 

受付 9:30～ 

低学齢期からつなげる福祉～頼れる機関を増やしておくことの必要性～ 

                                         講師：八尾市役所障がい福祉課様 

子どもたちにとっての『自立』とは、「社会人になるまでに頼れる機関・窓口を増やしておくこと」だと考えま

す。そのためには保護者だけでなく、我々教員も『福祉』についての知識を蓄え、状況に応じて保護者や子ど

もたちに情報を提供したり、福祉とつなげたりといった支援をしていく必要があるのではないでしょうか？「放

課後等デイサービスのはたらきとは？」「福祉につなげる必要のある家庭とは？」等の問いに応じながら、様々

な事例を交えて福祉サービスの仕組みについてお話していただく予定です。「学校」・「福祉」・「家庭」という

トライアングルのつながりを強く結ぶために学びを深めていきましょう！  


